




































Where was ‘Lyon Fabric School’ in which  
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3. 「里昂織物学校」 
 3.1 「里昂織物学校」とはどこか 
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 (1)織物科の創設とその概要 (2)学校の組織形態・運営・授業料 (3)奨学金 















































－ 3 － 































































－ 5 － 
織機購入については、西陣と明治政府とのやりとりを経て、最終的には「一、平織器械















た。模造品は 1877（明治 10）年に開催された内国勧業博覧会に出品された。 












伝習生派遣にも関与したレオン・デュリー（Léon Dury, 1822-91）は、77 年東京開成学校教








 ところで、このデュリー献策の背景には、1876（明治９）年８月 26 日にフランス政府外





















































－ 8 － 
である。 



































を知り、尾本氏から次のような教示を得た。「リヨン織物学校はフランス語で Ecole de 
tissage (de Lyon) と呼ばれていましたが、現在も引き続き存続し、その名称は Lycée 
technique Diderot となりいずれも市立のものとのことです。なお現在の住所は 43, cours 
Général Giraud, 69001 Lyon 電話 tel.78-28-20-41 とのこと。尚この学校の古文書類はリヨン


























それら２つの学校とは、一つは(a)「里昂市高等商業学校内の織物部」(Ali Cole Sukerceure de 
Commercee de Tgon<ﾏﾏ>) であり、もう一つは(b)「里昂織物学校」(Ville de Lgon Ecole de 
municikol tssofe lheosie et krutiaue<ﾏﾏ>) であった。 
吉武の見たこの２つの織物学校の概要をかいつまんで示すと以下のごとくである(18)。 





















・生徒数は、本科（理論実修兼修のもの）28 名、夜学校で講義を聞く者 280 名。 
－ 11 － 
・織物に関する講義で養蚕製糸撚糸等に関する事項も教授するという。これらの使用する機具
機械も一通り設備する。 





の織物学校が 1878（明治 11）年 12 月に近藤徳太郎の入学した「里昂織物学校」だったの
であろうか。徳太郎は自分が入学した織物学校を「現今市立織物学校前身」と書いている
ので、後者の「里昂織物学校」（Ville de Lgon Ecole de municikol tssofe lheosie et krutiaue ?）
に入学したとみることもできる。 
だが、このリヨン市立織物学校は、近藤徳太郎がリヨンに到着して織物学校に入学した






あった可能性が高い。もしそうであったとしたら、その所在地は 34rue de la Charité にある











－ 12 － 
のとおりである（22）。 










の他の織物を研究。12 月 23 日に帰校。 

















れる「リヨン高等商業・織物学校 L’École Supérieure de Commerce et de Tissage de Lyon」と






















「織物教育は当初メシア氏 M. Maisiat に任されたが、1878 年にロワール M. Loir 氏に交














卒業証書 diplôma は、最終年の試験で 100 点満点中平均 65 点以上を取った普通教育の生
徒に授与される。65 点未満～55 点の生徒には教育修了証書 certificat を、また学校で１年
を終えることができなかった生徒、あるいは試験で 55 点をとれなかった生徒には、教育証
明書 attestation が与えられた(31)。 
 
（２）学校の組織形態・運営・授業料  
学校は授権資本金 112 万フラン（１株 500 フラン・2,240 株）の株式会社形態の法人組織
として運営された。1898 年時点で 86 万 9,000 フランが払い込まれていたが、その内訳は設
立基金から 67 万 2,000 フラン、81 年商業会議所払込４万フラン、76 年織物学校建設寄付
５万フラン、86 年アトリエ（作業場）設備補填７,000 フラン、86 年増資払込 10 万フラン
であった。これらは、学校の建物、設備、図書館、商業博物館、織物教育のための特別な
機械設備など、学校の不動産として資産計上されている。また動産と可処分資金の価値は
12 万 6,000 フランであった(32)。 
学校は国から 1876 年～95 年の 20 年間に 12 万 9,000 フランの補助を受けたが、補助その
ものは 84 年に廃止されている。国以外の助成金をいっさい受け取っていないので、学校の
運営は生徒による授業料で賄っていた。授業料は、予科 500 フラン、一般商業科 600 フラ







どちらかというと織物生産の現場を担う織屋親方 chefs d’atelier の子弟あるいは職人
compagnons 層であったのに対して、商業会議所立のそれはリヨン高等商業・織物学校同窓
－ 15 － 







て、理事会 19 名（1936 年時点）の構成は、商業会議所理事（職業不記載）が７名ともっ
とも多く、この他学校関係者３名を除く９名のうち、織元 fabricants de soieries が４名、絹




















パノン Pierre Pagnon は、サンテティエンヌのサン・ミッシェル・カレッジ Saint-Michel 




















































 そうした事情の変化はさておき、1898 年の同窓会誌によると、商業学校創設から 1898
年の 25 年間に受け入れた外国人生徒は 248 名に達した。その内訳は、国籍別ではアルザ
ス人 49 名（この時点ではドイツ領）、イタリア人 44 名、スイス人 37 名、イギリス人 25







－ 18 － 
1881 年商業科卒業の「ONO, MASSAKITCHI (TOKIO)」（小野政吉）、82 年商業科卒業「ONO, 







リヨン高等商業・織物学校は 1923 年に創立 50 年を迎えた。それを記念して『リヨン高 
等商業学校の第５１年目』(“LES CINQUANTE PREMIÈRES ANNÉES DE l’ÉCOLE 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE DE LYON”,1923）と題する冊子が刊行された。表１は、そ
の冊子の付表 ‘TABLEAU DU NOMBRE DES ÉLÈVES PAR EXERCICE―DEPUIS LA 
FONDATION DE L’ÉCOLE JUSQU’ A 1922-1923’ より作成したものである。 
1872 年に国家の公認で創立されたリヨン高等商業・織物学校は、1923 年までの 50 年間
にいくつかのコースを設置して社会のニーズに対応してきた。表１によると、1872 年にＡ
「予備・初等コース（Cours préparatoire et 1er cycle）」と、高等教育コースとしてのＢ「商
業一般・銀行コース（Commerce général et Banque）」が設けられた。そして 76 年にＥ「織
物１年コース（Cours de tissage en un an）」が併置されて、「高等商業・織物学校」の態様を
整えた。その後、高等商業教育課程として 90 年にＤ「絹製品商業コース（Commerce des 





れる。しかし、このコースは 20 年も満たずして終わってしまっている。1906 年に設けら




表によると、創立以来 50 年間でリヨン高等商業・織物学校の生徒総数は 7,373 人にのぼ
－ 19 － 
り、地域の実業教育に大きな役割を果たしてきたことがうかがえる。コース別生徒数をみ 




年度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計 年度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計 
1872/1873 48 75       123 1898/1899 37 113   60 14  224 
1873/1874 39 105       144 1899/1900 39 106 2 62 16  225 
1874/1875 35 116       151 1900/1901 36 97 11 62 15  221 
1875/1876 27 98       125 1901/1902 38 99 10 62 12  221 
1876/1877 27 89    25  141 1902/1903 25 107 13 60 15  220 
1877/1878 33 76    21  130 1903/1904 20 93 17 45 11  186 
1878/1879 25 67    14  106 1904/1905 14 60 8 29 12  123 
1879/1880 23 72    13  108 1905/1906 10 72 9 24 17  132 
1880/1881 14 68    11  93 1906/1907 7 95 9 37 6 4 158 
1881/1882 20 49    18  87 1907/1908 7 66 5 31 7 6 122 
1882/1883 15 54    11  80 1908/1909 12 70 5 26 9 4 126 
1883/1884 21 57    15  93 1909/1910 19 74 2 27 11 5 138 
1884/1885 19 59    10  88 1910/1911 14 65   27 25 5 136 
1885/1886 29 45    20  94 1911/1912 11 77   33 22 3 146 
1886/1887 23 55    21  99 1912/1913 10 89   26 10 2 137 
1887/1888 19 55    25  99 1913/1914 10 72   24 12  118 
1888/1889 25 65    27  117 1914/1915 5 61   11 7  84 
1889/1890 28 74   17 17  136 1915/1916   59   19 3 1 82 
1890/1891 36 63   37 18  154 1916/1917   82   26 6 2 116 
1891/1892 35 72   45 25  177 1917/1918   108   27 6  141 
1892/1893 39 68 8 44 16  175 1918/1919   116   24 12  152 
1893/1894 49 66 15 54 16  200 1919/1920   189   42 42 4 277 
1894/1895 47 69 12 54 14  196 1920/1921   169   44 28  241 
1895/1896 33 85 14 52 15  199 1921/1922   158   42 19  219 
1896/1897 37 100 10 55 12  214 1922/1923   156   47 24  227 
1897/1898 37 110 5 45 22   219 合計 1012 4177 155 1260 733 36 7373 
注：Ａ=Cours préparatoire et 1** cycle、Ｂ=Commerce général et Banque、Ｃ=Commerce des produits chimiques、  
  Ｄ=Commerce des soieries、Ｅ=Cours de tissage en un an、Ｆ=Cours de garage 
  （Ａ「予備コースと１年（学）期」、Ｂ「商業一般と銀行」、Ｃ「化学製品商業コース」、Ｄ「絹織物商業コース」 
   Ｅ「織物１年コース」、Ｆ「織物実習コース」） 







50 年間の生徒数の推移をみると、各年 100 名から 200 名の生徒を入学させていたことに
なる。1870 年代末から 1880 年代半ばにかけて、リヨン絹織物業は深刻な不況を経験する





新コースを設置するなど、1896 年から 1903 年には 200 名を超えるまでに回復している。 









 Ｅ「織物コース」の趨勢については、ほぼ 10 名台後半から 20 名台前半で推移するなか











DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE 
LYON（以下、同窓会とする）を設立した(44)。初代同窓会長に就任したのはピエール・パ







表２ 織物科同窓会員の地域的分布（1898 年） （単位＝名） 
地域 商業学校 高等商業 織物学校 記載なし 合計 
構成比
（％） 
フランス 250 128 107 317 802  83.4 
（リヨン）   87 70 284 441  (45.8) 
（サンテチェン）   8 2 12 22  (2.3) 
（パリ）   3 6 21 30  (3.1) 
植民地 10 1 1 2 14  1.4 
海外 60 2 38 46 146  15.2 
（アルザス） 6  10 10 26   
（ドイツ） 2  3 0 5   
（イギリス） 5  4 6 15   
（スペイン） 4 1 1 1 7   
（アメリカ合衆国） 4  6 4 14   
（イタリア） 8 1 1 8 18   
（ルーマニア） 9  3 3 15   
（スイス） 7  4 7 18   
（日本） 2     2   
（中国） 2    4 6   
合計 320 131 146 365 962   
構成比（％） 33.3 12.6 15.2 37.9  100.0 
（出典：ANNUAIRE DE L'ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L'ÉCOLE SUPÉRIERE  
DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON, Février 1899.) 
































































－ 24 － 
として、1923 年時点での「リヨン高等商業・織物学校」織物部門スタッフの担当科目名を
示しておこう(52)。Théorie du tissage des étoffes et du tulle「エトフ（織物）及チュール（薄地
織物）の機織理論」、Théorie du tissage: teinture, impression et apprêt「機織理論：染色・プリ
ント・糊付け」、Histoire de la décoration des tissus「織物装飾史」、Mécanique「機械」、Matières
「原料」、colorantes「染料」、Dessin d’ornement et de mise en carte「装飾品デザインとパンチ・




















見聞きしたことである。1873 年から 1896 年にかけてヨーロッパはいわゆる＜大不況期＞
















































(4) 1872（明治５）年 10 月に京都府に提出された「留学生の御請書」には、佐倉たち３人がリヨン
で世話になった「ジュルシスレイ殿・ルーイシスレイ殿」は「仏蘭西国リヨンニ於テトウロサン






申上」（傍点－川村）の記述から、「ジュルシスレイ殿・ルーイシスレイ殿」は fabricant de soieries
つまり織元であって、織工ではないと考えられる。fabricant de soieries は、原料糸を仕入れ、需要
にあわせた織物のデザインを考え、それらの原料糸を自分のもとに所属する織屋に配布して、製
織させる絹織業者であった。リヨン市内の中心地域にあるトウロザン Tolozanは fabricant de soieries
のような絹織物業者の集積地である。なお、製織工程の担い手である織屋（機屋親方 chefs d’ atelier）




機械制織物工場へと上昇しつつあったものといえよう。なお、18 世紀末より 19 世紀中葉までのリ
ヨン絹織物工業の生産構造については松原建彦『フランス近代絹工業史論』第２章「近代絹織物








－ 27 － 
所ノ織工吉田忠七及ヒ開商会社請フ所ノ松村利三郎・清水喜兵衛ヲ附遣シ。」（『京都府百年の資料 
２ 商工』No.262「織工航海織法伝習」。出典：京都府「府史政治部 第三 勧業類」、262 頁。句
点は引用文献による）。 





ツ（杼）、デッサン メツケ （ー紋彫器）、ヲルヲ メース（ムソー機）、メガラス、タテマキ メ




































は満３年、後者は満４年とされた（＜史料７＞、西方前掲書､50-52 頁、前澤前掲書、74-79 頁）。 
  命令書には、次のように留学中に学ぶべきテーマは、あくまで京都府が必要とする物産工芸
のための修学に限定されており、いわゆる高等な学術的研究への傾斜は厳しく禁じられている。 
  「然シテ学フヘキ術業ハ 
   舎密術  染法ノ研究等ヲ主トス 
   機械学  織物機械ノ運用ヲ学ヒ羅紗毛織ノ仕方ヲモ研究スヘシ 
   鉱山学  諸礦物ヲ発見シ製錬作用ノ道ヲ知ル 
   諸技術  陶器ノ製造其他工織上ニ有益ナルコトヲ学フベシ 
   醸酒法  ヒール葡萄酒酒其外醸造品ノ方法ヲ研究ス 
  右ハ府下ノ有益ヲ起ス必学ナリ 
   法律学 
   歴史学 
 右ハ普通ヲ了知スルトモ専門ニ成業シテ物産工業ノ用ヲ為サズ需メテ学フニ及ハズ諸事ジュ
リー氏ノ指示ニ従ヒ学校ノ規則ヲ守リ勉メテ成効ヲ奏ス可シ」（＜史料６＞参照＞ 
(11) 西方前掲書、56 頁。 
(12) 西方前掲書、57-58 頁。 
(13) 西方前掲書、60 頁。 
(14) 西方前掲書、63 頁、65-66 頁。 
(15) 西方前掲書、66-67 頁。 
(16) 日下部前掲書、56 頁。 




(19) Marianne THIVEND et Sylvie SCHWEITZER LARHRA, “Etat des lieux des formations techniques et 
professionnelles dans l’agglomération lyonnaise. XIXe siècle – années 1960”, 2005、17-8、38-9 頁。 
－ 29 － 
  これによると、リヨン市立織物学校は 1886 年 3 月 1 日に開校したが、予算が不十分なため６つ
の総合教育（商業地理、デッサン教育、会計、英語、化学、数学）のうち、いずれも機能せず、
教育は「絹織物製造、理論と実践」のみに限定されたようである。その後、生徒と絹業界からの
強い要望で、91 年に工業デッサン、92 年に機械刺繍、97 年に力織機実習（日曜日のみ）が開講さ
れている。市民のニーズに合わす形で発展していったことが窺える。 







(20) 1936年に刊行された“UNE ÉCOLE MORDERNE L’ÉCOLE SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE 
TISSAGE DE LYON, SES RÉCENTES TRANSFORMATIONS LYON, MCMXXXVI”に記載されてい
る学校所在地の地名・番地は、現在の織物博物館（Musée des Tissus）のそれと同一であり、同書
掲載の写真に写っている学校のファサードは織物博物館のそれと同一である。 




(23) ブルゴワン Bourgoin の DIEDERICHES 社は、フランスにおける力織機製造の草分け的メーカー
である。松原建彦氏によると、リヨン地域における力織機の供給体制は当地域に移入・定住した
スイス人、フランス人の機械製作者たちの手によって確立した。その一つがディードリック社で
ある（松原建彦前掲書、113 頁）。フランスの絹工業の機械化は 19 世紀半ば以降、徐々に開始され、
1870 年代半ば以降急速に進展する（注(29)参照）。徳太郎はまさに急速に進展するリヨン絹織物業
の機械化のうねりを実地で体験し、そのメカニズムや製織方法を修得してきたのである。 
(24) 「南京繻子」については『増補 染織辞典』（日本織物新聞社、昭和９年）585-86 頁を参照のこ
と。 
  徳太郎は、帰国後明治 20 年創立の京都織物会社の立ち上げに大きく関わる。同社は「西式の機
械及製法を用ひ、汽力と人力との両種に頼りて、純絹織物及び絹綿交織物を製するにありて、其
製品の販路は内地を以て初めとし、漸次海外に輸出すべく」（西方前掲書、74 頁。出典は『日出
新聞』明治 19 年 12 月 18 日の記事）近代的な会社組織で設立された。桐生の日本織物会社ととも
に、日本の近代的織物会社の起点となるものであった。開港後の中国産南京繻子（絹綿交織物）
の輸入防遏問題とその対応、および日本織物会社については、亀田光三「輸入外圧に対する地域
の対応」（亀田貴雄編『亀田光三論文集 桐生織物史と産業遺産』私家版、2011 年）を参照のこと。 
－ 30 － 
(25) 1898 年５月刊行『リヨン商業・織物学校同窓会誌』62 号（“BULLETIN TRIMESTRIEL DE 
L’ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE 
TISSAGE DE LYON, SOMMAIRE DU NO62”）参照のこと（＜資料３～６）＞）。 
  ところで、本稿で依拠した資料は 2011 年 10 月６日～８日に行ったフランス・リヨン調査で収
集したものである。 









覧させていただいたのは、同商業会議所史料室長 Hélène CHIVALEY 氏のご好意による。なお、同
資料の翻訳にあたっては野村博之氏のお世話になった。記して謝意を表す。 
(26) 『1877 年 リヨン商業会議所事業報告』（“COMTE-RENDU DES TRAVAUX DE LA CHAMBRE 
DE COMMERCE DE LYON, ANNÉE 1877” LYON, 1878.）135 頁。＜資料１＞参照のこと。なお、リ
ヨン商業会議所は 1702 年に設立された（大野 彰「フランス絹織物工業とリヨン商業会議所の諸















物業と密接に結びついていたのである（大野前掲稿、76-77 頁）。このような絹検査所（Condition des 
－ 31 － 
Soies）はフランス全土で 12 ヵ所あるが、そのうちリヨン絹検査所は全国の取扱量の 60～65％を
占めていた（松原建彦『フランス近代絹工業史論』233 頁）。なお、徳太郎が実習したという「リ
ヨン生糸検査所」とはこの検査所のことであろう。 
(28) 『リヨン高等商業学校の５１年目』“LES CINQUANTE PREMIÈRES ANNÉES DE L’ÉCOLE 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE DE LYON”, LYON, 1923、15 頁（＜資料４＞参照）。なお、この５




(29) 松原建彦氏によると、リヨン地域における力織機の導入は 19 世紀中葉から開始され、1870 年
代以降急速に進展した。リヨン地域への力織機の供給体制は、この地域に移住したスイス人、フ
ランス人の機械製作者の手によって確立した。その制作者のなかに学校に機械設備等を寄付した
ブルゴワンのディードリック MM. Diederichs, de Bourgoin、サンコロンブのディードリック G. 





(30) 『リヨン高等商業学校の５１年』、15 頁。同書によると織物科のスタッフは次の 10 人であった
（39-40 頁）。 
 J. LOIR; Théorie du tissage des étoffes et du tulle（エトフ（織物）及チュール（薄地織物）の機織理
論）、A. PAYERNE; Théorie du tissage: teinture, impression et apprêt（機織理論：染色、プリント、糊
付）、H. d’HENNEZEL; Histoire de la décoration des tissus（織物装飾史）、CABANE; Mécanique（機械）、
THIBAUT; Matières colorantes（染料）、RICARD; Dessin d’ornement et de mise en carte（装飾図案及
描画）、MERIE; Mécanique appliquée（応用機械）、QUAY; Pratique du tissage et du garage（織物及作
業場での実習）、BERT（同前）、MmeVALENTINI; Préparation des soies（絹の準備（工程））。この
陣容は前項で引用した吉武栄之進の観察した内容とほぼ一致している（前節 3.2 参照のこと）。 
(31) 『リヨン高等商業学校の５１年』、16 頁。 
(32) 1898 年５月刊行『リヨン商業・織物学校同窓会季報』62 号、19-20 頁。＜資料３＞参照のこと。 
(33) リヨン高等商業・織物学校同窓会員の就業分析については、別稿で検討する予定である。 
(34) ”UNE ÉCOLE MODERNE－L’ECOLE SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE 
LYON, MCMXXXVI”.1936 年度リヨン高等商業・織物学校理事会構成。 
(35) 1898 年５月刊行『リヨン商業・織物学校同窓会季報』62 号、20-21 頁。＜資料４＞参照のこと。 
  ついでながら、文中のマルティニエール学校 l’Ecole de la Martinière について一言ふれておこう。
同校は、1826 年に故マルタン将軍の遺贈によって設立された「フランス最初の職業学校」と呼ば





習したマルナス工場（1897 年時点で職工数 1,500 人）経営主もここの卒業生である（堀内達夫「都
市と実業教育－日仏交流の視点、山口半六と稲畑勝太郎の場合－」『（大阪市立大学大学院文学研
究科紀要）人文研究』第 54 巻第３分冊（人間行動学）、2002 年、73 頁。『稲畑勝太郎君伝』同伝
記編纂会、1938 年）。 











に学校は２万人を卒業させているが（Frederick B. Artz, “The Development of Technical Education in 
France 1500-1850”, M.I.T.Press, 1966, pp.212-14）、本文で述べた奨学金設定はこの卒業生のなかに
「リヨン高等商業・織物学校」に進学する者がいたこと示している。 
(36) 『1877 年 リヨン商業会議所事業報告』、135-36 頁。 
(37) 『リヨン高等商業・織物学校同窓会季報』141 号、1923 年９月、1-2 頁。 
 （http//clio,ish-lyon.fr/patron/AC000004529/AC000004529Doc112.pdf.） 
(38) 『1877 年 リヨン商業会議所事業報告』、136 頁。 
(39) 前澤輝政前掲書、105 頁。 
(40) 『リヨン商業・織物学校同窓会季報』62 号、18 頁。＜資料５＞参照のこと。 
(41) 同上、18-9 頁（＜資料５＞）。織物製造技術の流出については、織物科が開設される以前からも、
リヨンには個人教授や親方職人の仕事場 ateliers des maîtres-ouvriers で製造工程を学ぶために多く
の外国人がやってきていた。2.1 で述べた明治５年の佐倉常七ら３名のリヨンでの技術伝習は、織
屋親方 chefs d’atelier の生産現場での実習を通して行われたものと考えられる（＜史料３＞参照の
こと）。学校での正規のカリキュラムにもとづく外国人への技術教育体制が整う前には、こうした
実業レベルでの伝習がかなり行われていたのではなかろうか。 
(42) 『リヨン商業・織物学校同窓会季報』1898 年５月、18-9 頁。 
－ 33 － 
  日本人同窓会員のうち小野政吉と小野信太郎については先行研究によって明らかにできる。小
野政吉は小野組大番頭小野善右衛門の養子で、1872（明治５）年に７歳でフランスに留学した。
パリの私立学校 Institution Hortus オルテュス学院に入学し、そこを修了した後 80 年にリヨン高等
商業・織物学校の商業科に入学した。この学校は当時現在の織物博物館（Musée des Tissus）のあ
る 34 rue de la Charité の建物にあった。政吉は２年間在学し、商学と銀行業務を専攻して 81 年に




























(44) 『リヨン商業・織物学校同窓会季報』1898 年５月、21 頁。＜資料６＞参照のこと。な
お、 ”ANNUAIRE DE L’ASSOCIATION AMICALE DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE 
－ 34 － 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON, 1899”（『リヨン高等商業・織物学校同
窓会年鑑』（1899 年）の表紙には、同窓会設立は「1877 年 11 月 19 日知事の布告による」と記さ
れている。 
(45) M.P.パノンについてはすでに 4.2(3)でも述べたが、”Bulletin de l’Association des Anciens Élèves de 
l’École Supérieure de Commerce et de Tissage de Lyon”, No.141, septembre 1923”（『リヨン高等商業・
織物学校同窓会誌』141 号、1923 年９月。http//clio,ish-lyon.fr/patron/AC000004529/AC000004529 
Doc112.pdf.）所載のパノンに対する追悼文によると、彼は、1877 年～1891 年まで初代同窓会長を
務め、さらに学校への大きな貢献によって、1904 年～1923 年には学校理事長に就任した（“L’École 
Supérieure de Commerce et de Tissage de Lyon―SES RÉCENTES TRANSFORMATIONS” 1936 掲載の歴
代理事会長写真）。彼が同窓会長のみならず学校理事長になった背景には、リヨンビジネス界の
リーダーとして成長していく彼の姿があった。彼は、ARLES DUFOUR 社入社後すぐにその真価が
認められて、30 歳前に社長から代理権を与えられた。そして 1920 年には同社を基盤としたビジネ
スマンとしての功績が認められて、第５等レジョン・ドヌール勲章を授与されたのである。 
(46) 『リヨン高等商業・織物学校校友会季報』141 号、２頁。 
(47) ”ANNUAIRE DE L'ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L'ÉCOLE SUPÉRIEURE DE 
COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON, Fevrier 1899”（『リヨン高等商業・織物学校同窓会年鑑』
1899 年）による。 















(51) 『澳国博覧会参同紀要』明治 30 年（『明治前期産業発達史資料第８集（２））、15 頁。 
(52) 注(30)を参照のこと。 
(53) 『リヨン高等商業・織物学校の５１年目』、38 頁。 
－ 35 － 
(54) Marianne THIVEND et Sylvie SCHWEITZER LARHRA, op.cit., pp.16. 
(55) Marianne THIVEND et Sylvie SCHWEITZER LARHRA, op.cit., pp.16.、松原建彦前掲書、第３章、
第４章参照のこと。 






















    壬申五月二十五日      京都府 
      大蔵省御中 」 





－ 36 － 
     壬申六月三日        山尾工部少輔 
        槇村京都府参事殿 
   追テ本文諸入費金洋銀札四千六百弗相廻申候御落手有之度候也 
  別紙 

















      壬申三月二十八日           工部少輔 山尾庸三 
          正院御中 
      西洋織物器械代并洋行人費用凡積 
  一 千弗 
     是ハ綾織器械二具平織器械二具台二組買入代并海上運賃共一式 
  一 千六百弗 
     是ハ洋行両人八ヶ月修行教授料并諸入費共凡積但一ヶ月一人百弗積 
  一 弐千弗 
     是ハ仏国迄両人往返入用但片道一人五百弗積 
－ 37 － 
    合 四千六百弗 
  右ハ仏国ヨリ織物器械買取諸入費并両人彼土在留往返諸入費共凡積書面之通御座候也 
      壬申三月 」 











  明治六年酉正月二十一日認   佐倉常七 
                  井上伊兵衛 
                  吉田忠七 拝 
    澤田新七様  
    武本治兵衛様 





























  酉正月二十一日   吉田 掛 
    物産会社 御世話役中様 貴下 」 
（『京都府百年の資料 ２ 商工』（京都府、昭和 47 年）No.264「西陣物産会社器械買入を申請」、出










－ 39 － 
ノヘ買入方御達有之度尤右金高ニテ弐拾組買入不出来時宜考合ヲ以テ買入候様御取計有之度此
段及御依頼候也 
   六年五月二十日      山尾工部大輔 
     槇村京都府参事殿 
 追テ御廻之証書正ニ落手候也    同上 
 別紙 
 一平織器械拾組  付属品共 
 一綾織器械拾組  同断 
   代金弐千五百円        同上 
 参事為メニ収証ヲ致シテ曰ク。前移ニ先タチ予シメ之レヲ致ス。今更ヲ以テ後先ス。 
記 
  一金弐千五百円也 
   但平織器械拾組  付属品共代 
   綾織器械拾組   同断 
  右為替手形正ニ落手致候也   
   明治六年五月十九日    槇村京都府参事 
     山尾工部大輔殿    同上 
  （中略） 
記 
  一金弐千五百円也 




  五月十九日          木村典事 
     鈴木大属殿 




－ 40 － 
之様致シ度候也 
  是ニ至テ本府需用ヲ并セ通計開単シ。以テ 
  本府留傭仏蘭西語学教師レオンテユリーニ嘱購ス。単ニ曰ク。 
    
記 
   一手業平絹織器械弐拾組（いつの間にか拾組が弐拾組となっている。この点不明。―川村） 
     但壹組代凡洋銀六拾弗位之分外ニ壹組別ニ附属品相添 
   一同綾絹織器械弐拾組 




   明治六年六月           京都府 
      レヲンデユリー 貴下     同上 」 
（『京都府百年の資料 ２ 商工』No.265「西陣物産会社需用の織具仏蘭西国に購求－明治六年－」、
































    第一條 
  仏国エミールギメ氏ノ雇ニ応シ日本京都府下ヨリ曩ニレヲンデユリー氏ニ就キ仏語修業セシ学
生四人自費ヲ以リヲン府迄渡航スベキ事 
    第二條 
  四人ノ学生仏国在留ノ期限ハ仏国到着ノ日ヨリ満二ヶ年タルベシ尤其在留中ノ賄代宿料学費ハ
エミールギメ氏ノ費タルベシ 








－ 42 － 
    第五條 
  学生留学條約ノ通二ヶ年満期スレバ帰国旅費自費タルベシ 
    第六條 
  四名ノ学生各々目的ニ応シ専ラ従事セント欲スル学術ハ則エミールギメ氏各々適宜ノ教師ヲ撰
ヒ之レニ就カシメ勉強セシムヘシ 
    第七條 
  四人ノ学生学校ノ雇ナルヲ以和漢学伝授及其長エミールギメ氏要用ノ翻訳等ニ関セハ学校及其
長エミールギメ氏ノ命ニ背クヲ得ズ 
    第八條 
  今般設立ノ学校ニ入学スルト日本学生祝日ハ和服ヲ着用スベキ事附テハ和服着用ノ免許コレア
ルベシ 
   但シ臨時和服ヲ用ユルコトモ亦アルベシ衣服ハ学生ノ自費タルベシ 
    第九條 
  学生一身上ニ係ル貸借等ハ府庁ニ於テ関係セサルベシ 
    第十條 
  現今取窮メタル渡航ノ学生ハ近藤徳太郎歌原十三郎ナリ其他ノ二人ハ追テ決定スベシ 
  
 右ノ條約ハ日本政府ヘ伺出免許ヲ得テ遵行スヘキニ付若シ許可ナキハ取消タルベキ事 
    明治九年代十一月      京都府権知事槇村正直 印 
                  京都府権参事谷口起孝 印 
                  エミールギメ 印 
       ○ 
    仏蘭西国遣官エミールギメ氏雇入ヲ以致渡航度儀ニ付御願 
                       京都府平民 
                        下京第五区油屋町 
                        歌原庄兵衛男 
                         歌原十三郎 十七年八ヶ月 
                        上京区二十四区三本木丁   
                         近藤徳太郎 十九年五ヶ月 
                          私共儀 












      明治九年十一月         歌原十三郎 印 
                   十三郎父 歌原庄兵衛 印 
                   戸長 人見源兵衛 印 
                      近藤徳太郎 印 
                   戸長 黒崎勘七 印 
           京都府権知事植村正直殿 
 内務省指令 
 書面伺之趣ハ條約面疎漏ニ付難聞届候條猶精密取調更ニ可伺出事 
      明治十年五月二十一日     内務卿大久保利通代理 
                      内務少輔前島 密 印 」 
（『府県史料・京都府 政治部 学政類 海外留学』No.202、雄松堂マイクロフィルム） 
＜史料６＞（京都府とレオン・デュリーとの条約書） 
「勧第百七拾四号 









    明治十年七月    京都府知事槇村正直 印（朱書） 









    第二條 
 ジュリー氏ハ此八名ノ生徒ヲ引率シテ仏国ニ帰リ各其方ノ向フ所ヲ撰ンテ就学セシムメ始終監
督保護シ府庁ト父母トニ代ツテ彼等カ一身上ノ事ニ就テ勧懲督責ノ権ヲ委任ス 
    第三條 
 仏国留学ノ期限ハ該地到着ノ日ヨリ旧生徒四人ハ満三ヶ年新生徒ハ満四年タル可シ 
    第四條 
 ジュリー氏仏国ニテ四ヶ年間生徒ヲ監督スルノ厚志ニ対シ謝儀トシテ一ヶ月金五拾円ツゝ給与
スヘシ 
    第五條 
 生徒八名ノ航海船賃及ヒ一切ノ費用見積左ノ如シ 
 一 金壹萬四千六百円   但経費総額 
    内 
   金三千弐百円  横浜ヨリマルセーユ迄渡航費  
八人分往返壹人ニ付四百円 
   金 六百円   マルセーユヨリリヲン迄旅費并不時入費 
共八人分但一人ニ付往返七拾五円ツゝ 
金三千六百円  旧生徒四人三ヶ年分費用但一ヶ月一人ニ 
－ 45 － 
付衣服食料等都テノ諸費弐拾五円ツゝ 
   金四千八百円  新生徒四人四ヶ 
年分費用同断 
   金弐千四百円  ジュリー氏四ヶ年分謝 
儀一ヶ月五拾円ツゝ 
 右ノ見積ヲ以テ費用総額ト定ムヘシ 
    第六條 
 右定額金ノ内左ノ割合ヲ以支給スヘシ 
 一 金四千九百円  横浜出航迄ニ渡ス 
    此訳 
   金千六百円   航海八人分片道船賃 
   金 三百円   リヲン迄旅費其外共右同断 
   金弐千四百円  生徒八人一ヶ年月費一ヶ月弐拾五円ツゝ 
   金 六百円   ジュリー氏謝儀 
  〆 
 一 金三千円    明治十一年十一月仏国ニ在日本公使館ヨリ渡スヘシ 
    此訳 
   金弐千四百円  生徒八人一ヶ年分費用 
   金 六百円   ジュリー氏謝儀 
  〆 
 一 金三千九百五拾円  明治十二年十一月右同断 
    此訳 
   金弐千四百円  生徒八人分一ヶ年分費用 
   金 六百円   ジュリー氏謝儀 
   金 百五拾円  旧生徒マルセーユ迄片道旅費 
金 八百円   旧生徒四人渡航運賃 
  〆 
 一 金弐千百五拾円 明治十三年十一月右同断 
    此訳 
   金千弐百円   新生徒四人費用一ヶ年分 
－ 46 － 
   金 六百円   ジュリー氏謝儀 
   金 百五拾円  新生徒帰航マルセーユ迄片道旅費 
   金 八百円   新生徒帰航運賃 
  〆 
  〆 金壹萬四千六百円 
 右之手続ニ従テ経費支給ノ規則ヲ設ク尚実際ニ当テ変交スヘキ事アラハ其事由ヲジェリー氏ヨ
リ府庁ヘ報知シテ之ヲ改正スルコトモアルヘシ 
    第七條 
 生徒等ニ学ハシムル学業ハ後来物産工業ヲ起立スル為メナレハ凡ソ左ノ科目ニ就テ修業セシム
ルヘシ 
   舎密術  染法ノ研究等ヲ主トス 
   機織術  織物機織ノ運用ヲ学ヒ羅紗毛織ノ仕方ヲモ研究セシムルヘシ 
   鉱山学   
   諸技術  陶器ノ製法其他工職上ニ有益ナルコトヲ学ハシムヘシ 




    第八條 
  生徒滞在中ジュリー氏事故アリテ監督ヲ断ル程ノ儀アレハ同氏ヨリ年期中修業ヲ擁護シ得ヘ
キ看護人ヲジュリー氏ヨリ撰ヒ其事ヲ京都府ニ協議ノ上決定スヘシ 
   明治十年七月   大日本京都府知事槇村正直 
   西暦千八百七十七年第四月  仏蘭西国 レオンジュリー 」 




「 仏学旧生徒 近藤徳太郎 歌原十三郎 今西直次郎 横田萬壽之助 
同 新生徒 中西米太郎 稲畑勝太郎 横田重一 佐藤友太郎 
 右ハ今般ジュリー氏ニ随従仏国ヘ渡航シ留学セシムヘキニヨリ各左ノ条件ヲ挙テ示ス 
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    第二條 
 留学ノ期限旧生徒四名ハ彼地到着ヨリ満三ヶ年数年ノ間既ニ学フ所アレハナリ新生徒ハ満四ヶ年仏学ノ
大意ヲモ弁知セサルヲ以ナリヲ期トス 
    第三條 
 航海費ヲ初メ万般ノ需用金額ハ都テジュリー氏ニ渡シ置候ニ付同氏ヨリ受取ヘシ若シ一己格別
ノ経費ヲ要スルトモジュリー氏ノ承諾ヲ歴テ之ヲ稟告スルニ非サレハ送逓セサル可シ 
    第四條 
 府庁費用ヲ給シ汝等ヲシテ修学セシムルノ趣意ハ彼国リヲン府ハ其土風工業粗京都ニ同シキヲ
以テ実地ニ就キ習ヒ得セシムルトキハ大ニ民産工芸ノ進歩ヲ増シ後来府下有用ノ学識実業兼備
ル人物ヲ養殖スル基礎トナル事ナレハ厚ク其意ヲ体スヘシ負担ニ恥ル勿レ   
     第五條 
 然シテ学フヘキ術業ハ 
   舎密術  染法ノ研究等ヲ主トス 
   機械学  織物機械ノ運用ヲ学ヒ羅紗毛織ノ仕方ヲモ研究スヘシ 
   鉱山学  諸礦物ヲ発見シ製錬作用ノ道ヲ知ル 
   諸技術  陶器ノ製造其他工織上ニ有益ナルコトヲ学フベシ 
   醸酒法  ヒール葡萄酒酒其外醸造品ノ方法ヲ研究ス 
  右ハ府下ノ有益ヲ起ス必学ナリ 
   法律学 
   歴史学 
  右ハ普通ヲ了知スルトモ専門ニ成業シテ物産工業ノ用ヲ為サズ需メテ学フニ及ハズ諸事ジュ
リー氏ノ指示ニ従ヒ学校ノ規則ヲ守リ勉メテ成効ヲ奏ス可シ 











明治十年八月十日 京都府知事槇村正直 内務省庶務局長 権大書記官 松平正直殿 」 
「別紙（朱書） 仏蘭西航海生徒費用支給原資金概算 
一 金壱萬五千円   遊所税之内ヲ以支給ノ積 
但明治十年中税金凡一ヶ月弐千五百円ノ内半方千弐百五拾円ヲ以テ費用ノ資ニ充ツ 」 
（『府県史料・京都府』「政治部 学政類 海外留学」No.202、雄松堂マイクロフィルム） 
［備考］リヨン留学生留学費用見積 
・船賃（横浜～マルセーユ、400 円×８人）            3,200 円 
・旅費（マルセーユ～リヨン、75 円×８人）             600 円 
・旧生徒年間費用（衣服食料等一切、１ヶ月 25 円×４人×36 ヶ月） 3,600 円 
・新生徒同   （同、１ヶ月 25 円×４人×48 ヶ月）       4,800 円 
・デュリー謝儀（１ヶ月 50 円×４８ヶ月）             2,400 円  




Ecole de Commerce; création d’une section de tissage―Le précédent Compte-rendu a fait connaître la 
part importante prise par la Chambre dans les dépenses nécessitées par la création d’une section de tissage 
à l’Ecole de commerce. Dans sa séance du 29 juin 1876, la Chambre avait voté à cet effet une somme de 
50,000 francs. La montant de cette subvention a été pris sur les recettes de la Condition des soies pour 
l’exercice de 1877 et versé à l’Ecole de commerce. (Lettre du 8 février) (pp.135). 
（“COMTE-RENDU DES TRAVAUX DE LA CHAMBRE DE COMMERCE DE LYON ANNÉE 1877”, 
LYON, 1878）（『1877 年 リヨン商業会議所事業報告』） 
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＜資料２＞ 
SECTION DU TISSAGE 
   Plusieures familles de Lyon et de la région demandérent, en 1876, qu’il fût créé à l’Ecole un 
enseignement du tissage qui permît aux jeunes gens, se destinant à la carrière de fabriant de soieries, 
d’apprendre simultanément la théorie et la pratique du tissage, ainsi que l’emploi des métiers mécaniques. 
Saisi de cette demande, le Consail d’administration, après avoir consulté le Chambre de commerce, décida 
d’y donner suite dés la rentrée suivante. Des locaux spéciaux furent rapidement aménagés dans ce but, et, au 
mois d’octobre, les cours de tissage s’ouvrirent avec 15 métiers, dont 4 mécaniques. Progressivement le 
nombre des métiers mécaniques s’accrut, grâce à la générosité de plusieurs constructeurs, tells que MM. 
Diederichs, de Bourgoin; la Société Alsacienne de Mulhouse; Honnegger, de Rüti; Tonnar, de Dülken; G. 
Diederichs, de Sainte-Colombe; Nanterme et Cie; Verdol; Schweiter de Horgen; Stübli, de Faverge; Meyer, 
de Lyon; Brisset, de Voiron.  
  Actuellement, l’Ecole posséde 37 métiers mécaniques, 14 métiers à bras et tout l’outillage nécessaire à la 
préparation des soies destinées au tissage: filature, moulinage, ourdissage et lisage. Pour contenir tout ce 
matériel des plus perfectionnés, on a dû édifier dans la cour de l’immeuble un vaste où tout le matériel est 
actionné par l’électricité. 
  L’enseignement du tissage fut au début, confié à M. Maisiat; en 1878, il dut être remplacé par M. Loir, 
dont les leçons sont, à juste raison, universellement appréciées. Il a comme collaborateur, depuis 1902, M. 
Payerne, qui a été aussi chargé du cours de teinture. 
 Jusqu’en 1890 la durée du cours de tissage ne comportait qu’une année , avec attribution de diplômes aux 
élèves qui en étaient jugès dignes après examen. A partir de cette date, afin de faire bénéficier les élèves 
tisseurs des avantages de la nouvelle loi militaire, il fut créé une section dite du commerce spécial des 
soieries, qui comprenait deux années d’études. En dehors des cours de tissage, les élèves devaient suivre des 
cours communs avec la section du commerce: comptabilité, législation, langues vivantes, géographie, 
Actuellement, la section de la soierie comprend trios sorte de cours: 
  1o L’enseignement nomal en deux années, qui permet, à côté d’une préparation technique plus complète, 
de donner une formation commerciale qui n’est pas moins utile que la première au fabricant de soieries;  
   2o  L’enseignement spécial en une année, qui ne porte que sur la théorie et la pratique du tissage, et qui 
sert aussi à compléter la préparation des ingénieurs tisseurs dont l’instruction mécanique a été commencée a 
l’Ecole Centrale lyonnaise; 
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   3o L’enseignement du garage, en un semestre, qui est un cours complémentaire d’instruction pratique 
réservé aux ouvriers gareurs. Ce cours a été institué sur la demande de la Fabrique lyonnaise. 
  Un diplôme est décerné aux élèves de l’Enseignement normal, qui, aux examens de fin d’année, 
obtiennent la moyenne de 65 pour 100 du total des points. 
  Les élèves qui ne passent qu’une année à l’Ecole ou qui ne réunissent pas le nombre de points nécessaire 
pour obtenir le certificate d’études, soit 55 pour 100, reçoivent une attestation d’étude. (pp.14-16) 





 L’École avait été créée sous forme de Société par actions au capital de 1,120,000fr., représenté par 2,240 
actions de 500 francs. 
 
Au moment de la fondation, ces actions furent libérées 
de 300 francs, soit・・・・・ Fr. 672.000 
  La Chambre de commerce souscripteur de 200 actions les 
libéra entiérement en 1881 et versa à l’École・・・・ Fr. 40.000 
En 1876, elle avait fait don pour la construction de l’école 
de tissage de・・・・ Fr. 50.000  
   Auxquels elle ajouta en 1887, pour compléter l’outillage de 
nos ateliers・・・・ Fr. 7.000 
  En 1886, il fut fait un appel de fonds de 50 francs par action 
qui produisit・・・・                Fr.     100.000   
         Capital encaissé jusqu’à ce jour・・・・ Fr. 869.000  
 
qui se trouve représenté par l’immeuble occupé par l’École avec tous les travaux faits au début pour 
l’approprier à sa nouvelle destination; par les bàtiments édifiés depuis lors, le matériel scolaire, la 
bibliothéque, le musée des merchandises, l’outillage spécial à l’enseignement du tissage, enfin par des 
valeurs mobilières et des fonds disponibles s’élevant à 126.000 francs. On peut estimer à 300 francs environ 
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la valeur représentative d’une action.  
L’Etat avait bien voulu participer a cette œuvre d’utilité publique en nous accordant une subvention 
annuelle de 1876 a 1895: nous avons touché de ce chef 129.000 francs répartis en 20 exercices.  
En dehors de cette participation de l’Etat, qui a été elle-même supprimée depuis onze ans l’École n’a 
jamais reçu aucune autre subvention et a dû se suffire avec les rétributions scolaires payées par les élèves. 
 Celles-ci sont fixées à : 
      500 francs pour le cours préparatoire ;  
       600 －    pour la section du commerce général ; 
       750 －    pour les sections spéciales ;  
       800 －    pour le cours de tissage (élèves français); 
      1,2oo －        ―  ―       (élèves étrangers) 
C’est avec ces seules resources que l’École doit traire face à toutes ses dépenses qui sont considérable et 
s’élèvent aujourd’hui à 120.000 francs.  
Aussi, dans les années ou le chiffre de nos élèves etait descendu au-dessous de 100, notre budget n’avait 
pu s’équilibrer et nous avions entamé notre capital roulant; mais depuis quelques années nous avons pu le 
reconstituer grâce aux petits excédents de recettes, tout en créant une caisse de retraite en faveur de ceux de 
nos professeurs qui se consacrent entièrement à l’enseignement. Cette caisse est alimentée par les retenues 
opérés sur les traitements et par les dons de l’École. Toutefois, il est à remarquer que pendant cette période 
de vingt-cinq années, les actionnaires de l’École n’ont touché aucun intérêt des sommes versées, aussi 
devons-nous leur être profondément reconnaissants du sacrifice qu’ils n’ont pas craint de faire dans un but 
d’intérêt général, pour doter leur cite d’un enseignment supérieur où la jeunesse vient puiser les 
connaissances devenues indispensable pour soutenir la vieille réputation de l’industrie et du commerce 
lyonnais.(pp.19-20) 
（ ”BULLETIN TRIMESTRIEL DE L’ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON, SOMMAIRE DU NO62”）（『リヨン商




   Les rétributions scolaires élevées que l’Ecole est obligee d’exiger de ses élèves pour pouvoir subvenir a 
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ses dépenses en auraient rendu l’accès impossible aux jeunes gens peu fortunés si, dès le début, des bourses 
n’avaient été fondées par l’Etat, la Ville et Chambre de commerce.  
Celles de l’Etat, au nombre de quatre, s’appliquent à tous les Francais; celles de la Ville, au nombre de 
cinq, sont reservées aux jeunes gens sortant des écoles primaires supérieures ou de la Martinière. Enfin, les 
cinq bourses de la Chambre de commerce sont attribuées aux fils d’employés de commerce ou de 
négociants sortis des affaires sans y avoir réussi. Constatons à propos de ces bourses, que la grande majorité 
des élèves qui nous sont arrivés par cette voie ont été de bons sujets et se sont fait une situation dans les 
maisons où ils étaient entrés.(pp.20-21) 
（ ”BULLETIN TRIMESTRIEL DE L’ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON, SOMMAIRE DU NO62”）（『リヨン商




L’École a toujours ouvert ses portes aux étrangers. Au point de vue de l’enseignement commercial, 
l’utilité de cette hospitalité n’a jamais été contestée, tout le monde s’accordant à reconnaître que notre 
commerce extérieur ne peut qu’y gagner; mais au point de vue de l’enseignement du tissage, quelques 
critiques ont été formulées qu’il n’est pas difficile de réduire à néant.(pp.18) 
Avant l’ouverture du cours de tissage à l’École, les étrangers n’en venaient pas moins de longue date à 
Lyon apprendre nos procédés de fabrication chez les professeurs particuliers et dans les ateliers des 
maîtres-ouvriers pour en faire profiter les industries rivales. Celles-ci étaient en pleine prospérité, lorsque 
notre École s’ouvrit, et plus avancées que nous au point de vue du tissage mécanique, nous avions beaucoup 
à apprendre chez elles; or, les écoles étrangères nous étaient ouvertes, nous ne pouvions refuser l’entrée de 
la notre.(pp.18)  
Pendant les vingt-cinq années écoulées, nous avons reçu 248 élèves érangers 
que nous groupons de la façon suivante au point de vue de la nationalité: 
 
49 Alsaciens; 44 Italiens; 37 Suisses; 25 Anglais; 24 Espagnols; 14 Russes; 
13 Allemands; 12 Americains; 7 Autrichiens; 6 Japonais; 5 Turcs; 3 Hollandais;  
3 Grecs; 3 des Provinces Danubiennes; 2 Portugais; 1 Belge. Total: 248. (pp.18) 
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La moyenne par année a donc été de 10; toutefois ce chiffre tend à diminuer, pour l’exercice courant il 
n’est que de 7; cela tient d’une part aux Écoles de commerce qui se sont ouvertes en pays étrangers et 
notamment en Italie, d’autre part, à la disposition des nouveaux règlements qui oblige les étrangers à subir 
le concours d’admission sur le même pied que les Français s’ils veulent obtenir le diplôme supérieur. Le 
ministre du Commerce peut bien leur accorder l’autorisation de suivre nos cours à titre étranger, mais ils 
perdent par cela même le droit au diplôme. Cette considération en arête quelques-uns. (pp.19) 
（ ”BULLETIN TRIMESTIEL DE L’ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON SOMMAIRE DU NO62”）（『リヨン商業・
織物学校同窓会季報』62 号、1898 年５月） 
 
＜資料６＞ 
 ASSOCIATION AMICALE DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ECOLE 
Dès 1877, les jeunes gens sortis de l’Ecole se groupérent pour former une association dans le but 
d’entretenir parmi eux l’esprit de camaraderie et de faciliter leur placement. 
Grâce à l’intelligente activité et au zèle infatigable de son président fondateur, M. P. Pagnon, la jeune 
Association prit un rapide développement, qui se continue sous son nouveau président, M. Étienne 
Testenoire, fils du regretté fondateur de l’École, dont il a gardé le grand attachement à tout ce qui touche à 
notre institution. 
L’Association compte actuellement un millier d’adhérents; elle publie un Bulletin trimestriel et un 
Annuaire où se trouvent l’adresse et la situation occupée par chacun de ses membres.  
Elle entretient les rapports les plus étroits avec l’École, dont le Conseil d’administration et le Directeur 
figurent sur la liste de ses membres honoraires. 
La direction de l’École n’a qu’à se louer du concours toujours empressé qu’elle trouve auprès du bureau 
de l’Association pour l’aider à placer à la fin de chaque année ceux de ses élèves sortants dont les familles 
ne sont pas dans les affaires (pp.21) 
（ ”BULLETIN TRIMESTIEL DE L’ASSOCIATION DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE 
SUPÉRIEURE DE COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON, SOMMAIRE DU NO62”）（『リヨン商
業・織物学校同窓会季報』62 号、1898 年５月） 
